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従来の材料創製とリサイクルの課題

・製造工程が多段階
→高コスト、低効率、複雑な製造工程

材料創製 リサイクル

廃液

・還元剤や触媒の使用
→純度・性能の低下

・廃液の増加
→高環境負荷

・還元剤の使用
→回収物の再利用性低下

・二次廃液の排出
→高環境負荷

・回収工程が多段階
→高コスト、低効率、複雑な回収工程



材料創製 リサイクル

低コスト、高効率、製造工程の簡略化

高純度・高性能化

廃液の削減

求められている材料創製およびリサイクル技術

廃液

・再利用性の向上

・二次廃液の削減

・低コスト、高効率、回収工程の簡略化



超音波
物理的・化学的作用

活性炭
貴金属イオン

吸着・還元作用

超音波が有する物理的・化学的作用と
活性炭の吸着・還元作用との相乗効果が期待！
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本研究の目的

超音波と活性炭を組み合わせた貴金属イオンの回収



超音波＋活性炭による

HAuCl4水溶液中の[AuCl4]
-の回収
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活性炭のみ

超音波＋活性炭

活性炭のみの場合、
HAuCl4 水 溶 液 中 の
[AuCl4]

-を約５０％回収

超音波＋活性炭の場合、
HAuCl4 水 溶 液 中 の
[AuCl4]

-を９０％以上回収



超音波＋活性炭による

HAuCl4水溶液中の[AuCl4]
-の回収

～活性炭表面状態～

1.0 mm

活性炭表面上に金ナノ粒子の
凝集体として析出



まとめ

◆ 活性炭は水溶液中の貴金属イオンを約５０％回収
するこ とができる。

⇒活性炭は水溶液中の貴金属イオンを吸着・還元す
る作用を有する。

◆ 超音波と活性炭を組み合わせることにより、水溶液中
の貴金属イオンを９０％以上回収することができる。
⇒超音波は活性炭の吸着作用と貴金属イオンの還
元作用を助長する作用を有する。

◆ 水溶液中の貴金属イオンが還元されて貴金属ナノ粒
子が活性炭表面に析出して、水溶液中の貴金属イ
オンを回収することができる。
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